
　2024年度横浜市PTA広報紙コンクールに応募された作品の中から、次の作品が選ばれました。
　生き生きとした子どもたちの表情があふれていたり、興味深いPTA活動の紹介がされていたり、どれも読みごたえ
があり、審査に関わってくださった方から「どれも素敵な作品で、選べない！」との声もあがりました。
　今年度もたくさんのご応募ありがとうございました。今年度も作品の講評は、神奈川新聞社さんへお願いをしました。

横浜市PTA広報紙コンクール受賞校と講評
2024年度

◆
白
幡
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
し
ら
は
た
」

　

多
様
な
テ
ー
マ
で
綿
密
に
取

材
を
重
ね
、
そ
の
成
果
を
豊
富

な
文
字
量
で
伝
え
る
力
作
。
通

学
を
見
守
る
「
学
援
隊
」
の
紹

介
記
事
は
、
各
隊
員
へ
の
親
し

み
が
沸
く
好
記
事
だ
。
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
集
記

事
も
読
ま
せ
る
。

◆
中
丸
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
な
か
ま
る
」

　

巻
頭
８
ペ
ー
ジ
を
費
や
し
た

「
６
年
生
卒
業
特
集
」
が
素
晴

ら
し
い
。
全
卒
業
生
の
全
身

ポ
ー
ズ
写
真
、
直
筆
メ
ッ
セ
ー

ジ
＆
イ
ラ
ス
ト
を
巧
み
に
掲
載

し
、
一
人
一
人
の
個
性
を
伝
え

て
い
る
。
作
り
手
が
や
や
前
面

に
出
過
ぎ
だ
が
、
休
刊
直
前
号

の
思
い
を
込
め
て
仕
上
げ
た
。

◆
西
本
郷
小
学
校
（
栄
区
）

　
「
ト
ラ
イ
あ
ん
ぐ
る
」

　

全
26
ペ
ー
ジ
の
意
欲
作
で
、

他
校
よ
り
も
明
ら
か
に
厚
み
が

あ
る
。
学
年
別
に
し
っ
か
り

ペ
ー
ジ
を
割
き
、
た
く
さ
ん
の

写
真
を
添
え
て
子
ど
も
た
ち
の

学
校
で
の
様
子
を
紹
介
し
て
い

る
。
教
職
員
紹
介
号
も
表
紙
合

わ
せ
て
16
ペ
ー
ジ
と
分
厚
く
読

み
応
え
が
あ
る
。

◆
万
騎
が
原
小
学
校
（
旭
区
）

　
「
万
騎
が
原
」

　

ほ
ぼ
「
写
真
集
」
に
近
い
作

り
。
文
字
は
最
低
限
に
と
ど�

め
、
質
量
と
も
に
豊
富
な
写
真

で
読
み
手
を
魅
了
す
る
。
写
真

サ
イ
ズ
が
大
き
め
の
た
め
、
子

ど
も
達
の
豊
か
な
表
情
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
構
図
や

レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
こ
だ
わ
り
を

感
じ
る
。

◆
森
の
台
小
学
校
（
緑
区
）

　
「
森
の
台
」

　

デ
ザ
イ
ン
と
レ
イ
ア
ウ
ト
が

秀
逸
で
読
み
や
す
い
。
卒
業
生

が
毛
筆
で
し
た
た
め
た
漢
字
一

文
字
の
一
覧
掲
載
は
好
企
画
。

特
集
の
「
教
え
て
く
だ
さ
い
校

長
先
生
・
副
校
長
先
生
」
は
、

２
人
の
詳
細
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

に
幼
少
期
と
青
年
期
の
写
真
が

添
え
ら
れ
親
し
み
が
沸
く
。

◆
藤
の
木
中
学
校
（
南
区
）

　
「
広
報
藤
の
木
中
」

　

ペ
ー
ジ
数
は
少
な
い
が
、
年

４
～
５
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
発

行
し
て
い
る
。
保
護
者
を
は
じ

め
と
す
る
読
者
は
、
こ
ま
め
に

学
校
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
各
号
に
満
載
の
写
真
は

厳
選
さ
れ
、
生
徒
の
生
き
生
き

と
し
た
表
情
を
読
み
取
れ
る
。

◆
山
内
中
学
校
（
青
葉
区
）

　
「
山
内
中
」

　

写
真
を
丁
寧
に
選
び
、
情
報

は
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
、
レ
イ
ア

ウ
ト
を
工
夫
し
て
い
て
読
み
や

す
い
。
巻
末
掲
載
の
「
卒
業
生

の
お
も
な
進
路
先
」
に
は
１
０

０
校
超
の
公
私
立
高
や
専
修
学

校
な
ど
が
並
ぶ
。
他
校
に
は
な

い
独
自
企
画
で
、
読
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
る
。

◆
横
浜
吉
田
中
（
中
区
）

　
「
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｍ
ａ

　
　

�

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ａ
」

　

卒
業
特
別
号
は
、「
第
二
の

卒
業
ア
ル
バ
ム
」
と
言
え
る
ほ

ど
中
身
が
充
実
し
て
い
る
。
全

卒
業
生
の
表
情
が
分
か
り
、
直

筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
掲
載
し
て

い
る
点
が
特
に
良
い
。
全
体
的

に
写
真
は
選
り

す
ぐ
ら
れ
、
レ

イ
ア
ウ
ト
も
よ

く
工
夫
さ
れ
て

い
る
。

◆
南
高
等
学
校･

南
高
等
学
校

附
属
中
学
校
（
港
南
区
）

　
「
南
高
・
南
高
附
属
中

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

　

２
号
と
も
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン

が
素
晴
ら
し
い
。
特
に
、
温
か

み
と
個
性
あ
ふ
れ
る
書
道
部
員

の
題
字
が
秀
逸
。
中
身
は
多
様

な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
レ
イ

ア
ウ
ト
が
シ
ン
プ
ル
で
読
み
や

す
く
、
写
真
は
一
枚
一
枚
こ
だ

わ
っ
て
い
て
眺
め
甲
斐
が
あ
る
。

◆
港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
学
校�

�

（
港
南
区
）

　
「
み
ど
り
の
風
」

　

教
職
員
紹
介
号
の
表
紙
は
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
太
陽
の
イ
ラ
ス

ト
を
中
心
に
据
え
て
温
か
み
を

醸
し
て
い
る
。
職
員
写
真
の
画

質
が
や
や
粗
い
が
、
一
覧
性
が

高
く
見
や
す
い
。
校
長
、
副
校

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
全
て
の
漢

字
に
ふ
り
が
な
を
振
る
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
。

◆
神
橋
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
神
橋
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
利
点
を
生
か

し
、年
９
回
も
発
行
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
む
人
が

大
半
と
想
定
し
、
２
段
組
み
に

会 

長 

賞

ファミリー
写生大会の
特集は

２・３面へ！

奨励賞
●美しが丘小学校PTA
●桜井小学校PTA
●新鶴見小学校PTA
●並木第一小学校PTA
●本町小学校PTA
●山内小学校PTA
●大道中学校PTA
●戸塚中学校PTA
●東鴨居中学校PTA
●保土ケ谷中学校PTA
● �横浜サイエンスフロンティ
ア高等学校・附属中学校 保
護者と教職員の会

● �【WEB版】川上小学校PTA
�（学校名は校種ごと五十音順）

し
て
い
る
。
１
号
当
た
り
の

ペ
ー
ジ
数
を
２
～
３
程
度
に
抑

え
て
い
る
た
め
、
隙
間
時
間
に

読
み
切
る
こ
と
が
で
き
る
点
も

良
い
。

PTAよこはま
WEB版
特 集

親子で行きたい！
おすすめ
スポット!

神
奈
川
新
聞
社
賞・会
長
賞

●
相
武
山
小
学
校（
港
南
区
）

　
「
相
武
山
」

　

切
り
抜
い
て
作
る
サ
イ
コ

ロ
付
き
の
「
さ
ぶ
や
ま
す
ご

ろ
く
」は
親
子
で
楽
し
め
る
。

全
体
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
イ
ズ
と
形
の
写
真
を
巧
み

に
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
特

に
運
動
会
特
集
は
当
日
の
熱

気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
職
員

紹
介
号
の
見
開
き
校
内
案
内

図
は
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

で
分
か
り
や
す
く
、
担
当
教

諭
ら
の
顔
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ

て
い
て
親
し
み
や
す
い
。

広
報
委
員
長
賞・会
長
賞

●
西
谷
中
学
校（
保
土
ケ
谷
区
）

　
「
西
谷
中
」

　

写
真
が
秀
逸
で
、
レ
イ
ア

ウ
ト
や
見
出
し
に
も
こ
だ

わ
っ
て
い
る
。
表
紙
に
無
人

の
校
内
写
真
を
配
し
、
１

ペ
ー
ジ
目
で
は
体
育
祭
の
熱

気
を
再
現
す
る
こ
と
で
「
静

と
動
」
を
生
み
だ
し
た
。
購

買
弁
当
の
特
集
は
「
あ
と
１

年
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
！
」

と
い
う
見
出
し
で
読
み
手
を

引
き
つ
け
、
中
身
も
充
実
。

巻
末
の
教
職
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
見
応
え
が
あ
る
。

　５月16日、関内ホールにて「横浜市PTA役員研修会」が開催され
ました。
　今年度は、午前の部（役員・委員経験～２年目）と午後の部（同２
年目以上）に分けての開催とし、多くの方々にご来場いただきました。

　横浜の教育の方向性という話題から、学
校、家庭、地域が課題を共有し社会全体で
子どもを育むことに重きを置く教育を目指
すこと、また変化している時代に合った
PTAのあり方についての貴重なお話を聞く
事ができました。
　質疑応答では多くの手が挙がり、PTAの
任意加入に関する問題や、日頃の活動で感
じる疑問や悩みが寄せられました。市P連
役員からの回答や、他校の事例や体験談を
交えたアドバイスがされ「PTA活動の全体
像や存在意義が理解できた」「似た悩みを
持つ学校があると分かり心強く、参考に
なった」と参加者からも大変好評でした。

午前は新任向け研修会

●�PTAを変えていかなければなら
ない時代になったと感じ、役員
全員で参加した。今後の活動の
方向性が見えてきたように思う。

●�未加入者がいることに目を向け
るのではなく、加入いただいた
中でできることをやっていこう
と思いました！

参加者のコメント

　「負担を減らしつつ、PTA活動を楽しく
するには？」とのテーマでパネルディス
カッションが行われました。
　パネリストからは、義務ではないので、
楽しくやること。地域にも協力してもらう。
PTA活動が子どもとの学校に関する会話の
きっかけとなる。ちゃんとしなきゃという
気持ちをなくす。保護者と教職員の考え方
のすりあわせが大切。大人になってから仲
間ができたのはPTAのおかげ。などの参考
になる発言が多く聞かれました。
　パネリストへの質疑応答の他、会場内で
数名のグループを作り日頃の悩みを相談し
たりと、活発な意見交換がなされていました。

午後はパネルディスカッション

●�自校でもPTA負担軽減を行って
いるが他校のやり方を聞いて今
後の参考にしたいと思った。

●�学校との誤解が生じないよう、
連携を密にするのが良い。

●�学校種の垣根を越えて話すこと
で、PTA根本について考えるこ
とができた。

参加者のコメント

2025年度
横浜市PTA役員研修会
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（３）　2025年７月10日 第１７５号（２）Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま

第42回　よこはまファミリー写生大会第42回　よこはまファミリー写生大会 　4月20日(日)、第42回よこはまファミリー写生大会が
山下公園で開催されました。
　横浜ならではのモチーフを題材に、参加者はそれぞれ
の感性で思い思いに絵を描いていました。横浜F・マリ
ノスの「マリノスケくん」も駆けつけ、子どもたちも喜
んでいる様子でした。
　曇り空ではありましたがとても過ごしやすく、きれい
な花と緑に囲まれて、たくさんの笑顔と歓声があふれる
一日になりました。

　４月20日(日)に「よこはまファミリー写生大会」が今年も開催されました。参加
しようと思っていた家族の皆様は、何日も前から、この日の天気予報の雨マークが気
になっていたことと思います。
　当日は曇り空、風が吹く天候でしたが、ポスターにもある「花いっぱいの山下公園
で絵を描こう！」という思いをもった家族が、参加受付時間の午前９時30分から午
後１時まで、ほぼ途切れることなく、それぞれの画材を持っていらっしゃいました。
　第42回を迎えたこの大会においては、保護者が子どもの頃にも参加したことがあ
り、今回は自分の子どもを連れて参加した、という方に複数出会いました。この大会
に参加した小学生にとって、また、家族にとっては、山下公園で絵を描くという年齢
や世代を超えてできる行為とその空間が共有でき、素敵な作品だけではなく温かな記
憶として、それぞれの心にずっと残されていくことでしょう。
　それぞれの家族にとってかけがえのない時間に関わらせていただき、ありがとうご
ざいました。スタッフの皆様、たいへんおつかれさまでした。� 会長　竹下　護

　画材メーカーとして絵を描く楽しさを子どもだけでなく大人にも伝えてい
きたいという思いから、この写生大会には毎回協力をさせていただいていま
す。全国各地で開催される類似のイベントもありますが、社員も参加してい
るのはこの写生大会だけです。
　新入社員としては実際に絵を描いている人の様子を見て、画材メーカーとし
ての役割を初めて実感できる場にもなるため、良い研修の機会にもなっています。
　子どもの感性にはいつも驚かされるばかりです。数年前に参加した時には
マリンタワーをピンク色に描いている子どもがいました。このように子ども
の感性や発想で自由に表現してほしいといつも思っているので、このように
自由に描ける写生大会はこれからも大事にしたいと考えています。
　子どもたちにはこれからも自分が感じるがままに楽しんで絵を描いてほし
いと思います。その一つ一つが感性として磨かれて、大人になってもその感
性が役に立つのではないかと思います。� 代表取締役社⻑　和田　優

横浜市小学校図画工作教育研究会のコメント 先生にインタビュー 協賛社ぺんてるのコメント

親：�自分も子どもの頃、母に連れら
れてこの写生大会に参加した。
まだやっているのだと驚いて子
ども誘って参加してみました。

子：�（照れくさそうに）絵が大好き。
（氷川丸を真剣にとても写実的
に描いていた）

ぺんてるのボランティ
アさんがお手伝いして
くださいました

親：�昨年参加したら賞をもらい市役所に
飾られたのがとてもうれしかったよ
うなので、今年も参加しました。い
つも細かい絵を描くのが好きなので
大型客船を選んで窓をいっぱい描い
てます。

親：�山下公園では普段から写生している
人がたくさんいるので、いつか自分
も描いてみたいと思い、昨年から参
加しています。

子１：�去年、佳作を取ったけど、もっと
細かく描けたら良かったなと思っ
たので、同じ場所で描いている。

子２：�私も絵が大好きだから、友達と一
緒に賞が取れたらうれしい。

親：�初めて参加した。学校で配布
されたチラシを見て興味を持
ち家族で参加しました。

子：�絵が大好き！噴水や周りに咲
いているお花がきれいだから
この場所を選んだ。

親：�初めて参加した。学校で配布され
たチラシを見て、子どもが絵が好
きだから誘って参加しました。

子：�氷川丸をどこから描くか悩んだけ
ど、正面から描いてみた。とても
難しかったけどうまく描けた。

小学4年生女子（母と参加）

小学1年生男子（両親、妹と参加）

小学4年生男子（母と参加）

小学低学年女子

小学5年生女子
（同クラス2人＋弟1人＋ママ友2人）

倉
田
小
1
年
生

笠
本 

修
太
郎 

さ
ん

公
田
小
2
年
生 

茂
泉 

雄
大 

さ
ん

師
岡
小
4
年
生

前
川 

希
笑 

さ
ん

中
和
田
小
5
年
生 

橋
本 

雪
菜 

さ
ん

市
ケ
尾
小
3
年
生

黒
川 

蒼
斗 

さ
ん

富
士
見
台
小
6
年
生

吉
原 

る
か 

さ
ん

参加者の声

●親子で同じ物を一緒に見ながら絵を描くとい
うことはなかなかできない経験、このイベント
で家族が楽しそうに過ごしている姿をみていい
なと感じた。

●景色を描く子、目の前の花を描く子、あれも
これも素敵で全部描いてみたり、一つのものだ
けを選んで描いてみたり、距離もサイズも構図
もそれぞれ違う。どの絵を見ても今日一番感動
したことが表れていてよいと思う。

●毎年開催されるこの写生大会が、家族と楽し
く休日を過ごすイベントの一つになってほしい。

横
浜
市
長
賞

横
浜
市
教
育
委
員
会

教
育
長
賞



2025年度2025年度 横浜市PTA連絡協議会 役員・会計監査横浜市PTA連絡協議会 役員・会計監査

　

6
月
16
日
（
月
）
13
時
か
ら
関
内
ホ
ー
ル
に
て
、

横
浜
市
立
学
校
代
表
者
お
よ
び
関
係
者
の
出
席
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
式
で
は
、
横
浜
市
長
の
山
中
竹
春
様
、
横
浜

市
会
副
議
長
の
尾
崎
太
様
、
横
浜
市
立
特
別
支
援
学

校
長
会
会
長
の
菊
本
純
様
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。
ま
た
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
団
体
の
表
彰
、
横
浜
市
小
学
校
図
画
工
作
教
育
研

究
会
・
市
Ｐ
連
理
事
・
常
置
委
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
常
任
理
事
会
の
新
設
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
規
約
改
正
の
審
議
も
含
め
、
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
お
と
な
も
育
と
う
、
こ
ど
も
と
共

に
～
「
つ
な
が
り
」・「
価
値
」・「
た
す
け
あ
い
」
～
』

の
詳
細
は
、
横
浜
市
Ｐ
連
の
存
在
意
義
を
示
す
イ
ラ

ス
ト
と
共
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
５
年
度
の
活
動
方
針
は
、「
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
る
た
く
ま
し
さ
と
、
創
造
性
に
富
み
、
個

性
豊
か
な
こ
ど
も
た
ち
の
育
成
を
め
ざ
し
、
会
員
が

共
に
学
び
育
つ
活
力
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
、
必

要
な
研
修
・
広
報
・
事
業
を
推
進
す
る
。」「
教
育
環

境
の
改
善
及
び
研
究
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
、
関
係

諸
機
関
や
団
体
と
協
力
し
、そ
の
充
実
を
図
る
。」「
家

庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
図
り
、
会
員
だ
れ
も
が

参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
し
、
そ
れ
に
伴

う
組
織
運
営
の
効
率
化
を
図
る
。」
で
す
。
各
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
と
し
て
、
横
浜
市
Ｐ
連

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
対
し
丁
寧
に
説
明
す
る
役
員

の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま 第１７５号（４）2025年7月10日

　今回のPTAよこはまはいかがだったで
しょうか？中面見開きページにて、写生大
会で親子がふれあう姿が少しでも伝わるよ
うと思いをこめました。
　今回をもって常置広報委員が携わっての
本紙作成は休止とし、次回以降は新たに組
織する常任理事を中心として作成してまい
ります。
　今まで広報委員として活動してくださっ
た皆様、そして長きにわたり広報委員選出
へご協力いただいた区部関係者の皆様、本
当にありがとうございました。
　次号以降もより良い紙面づくりに努めて
まいりますので、どうぞよろしくお願いい
たします。

広報委員長　髙杉陽子

編集後記
松
本
　
２
０
２
３
〜
２
０
２
４

年
度
市
Ｐ
連
会
長
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
本
当
に
激
動
の
2
年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
振
り

返
っ
て
み
て
い
か
が
で
し
た

か
？

東
　
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

正
直
に
言
う
と
本
当
に
大
変
で

し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
し
た
。
内
部
で
は
組
織
体
制

や
事
業
の
見
直
し
、
会
議
の
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
、
持
続
可
能
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
模
索
と
組
織
の
活
性
化
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
外
部
団
体
と

の
関
連
で
大
き
か
っ

た
の
は
、
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
か
ら

の
脱
退
を
市
Ｐ
連
の

総
意
と
し
て
決
断
し

た
こ
と
で
す
ね
。
こ

れ
ら
は
皆
さ
ん
の
協

力
が
無
け
れ
ば
な
し

え
な
か
っ
た
こ
と
ば

か
り
で
す
。

松
本　

本
当
に
そ
う

で
し
た
ね
。

東
　
役
員
、
理
事
、

常
置
委
員
そ
し
て
事

務
局
の
皆
さ
ん
に
支

え
て
い
た
だ
け
た
こ

と
が
と
て
も
大
き
な

励
み
に
な
り
ま
し

た
。
松
本
新
会
長
に

は
こ
の
2
年
間
、
一
緒
に
市
Ｐ

連
の
活
動
を
副
会
長
と
し
て
支

え
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

２
０
２
５
年
度
会
長
と
し
て
ど

の
よ
う
に
活
動
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
か
？

松
本
　
あ
り
方
検
討
委
員
会

（
２
０
２
３
年
）
で
市
Ｐ
連
の

未
来
図
を
描
き
、
改
革
推
進
委

員
会
（
２
０
２
４
年
）
で
具
体

化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
流

れ
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
し
い
体

制
で
の
船
出
と
な
る
市
Ｐ
連
を

更
に
前
に
進
め
て
い
く
こ
と
を

念
頭
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
と
に
か
く
「
明
る

く
」「
楽
し
く
」「
元
気
よ
く
」

活
動
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が

大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

東
　
そ
う
で
す
よ
ね
、
活
動
し

て
い
る
と
様
々
な
課
題
に
直
面

し
ま
す
。
役
員
や
事
務
局
の
皆

さ
ん
と
そ
れ
を
前
向
き
に
乗
り

越
え
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
微
力
な
が
ら
応
援
し
て

い
ま
す
。

25年度会長の松本(左)と24年度会長の東 （右）

会
長
の
想
い
を
つ
な
ぐ

〈前列左から〉
副会長：中川　貴雄（都筑区　荏田南中学校）
副会長：玉川惠美子（都筑区　中川西中学校）
会　長：松本　雅威（旭区　鶴ケ峯小学校）
副会長：髙杉　陽子（戸塚区　豊田中学校）
副会長：藤﨑　健児
　　　　（小学校長会　杉田小学校校長）
副会長：市村美穂子
　　　　（中学校長会　瀬谷中学校校長）

〈後列左から〉
書　　記：松林美津子（栄区　小山台中学校）
書　　記：中屋敷　慧（神奈川区　白幡小学校）
書　　記：白井有美子
	 （保土ケ谷区　上菅田笹の丘小学校）
会　　計：佐藤　智美（港南区　港南台第一小学校）

1.大会式
・優良PTAに対し横浜市・横浜市教育委員会から感謝状贈呈
・優良PTAに対し横浜市PTA連絡協議会会長から表彰状贈呈
・広報紙コンクール受賞PTAに対し表彰状の贈呈
・�写生大会でご指導いただいた横浜市小学校図画工作教育研

究会に対し感謝状の贈呈
・2024年度理事に対し感謝状の贈呈
・2024年度常置委員に対し感謝状の贈呈

2.総会
・2024年度事業報告
・2024年度会計決算報告・会計監査報告
・規約改正(案)の審議
・2025年度理事候補者(案)
・2025年度役員および会計監査候補者(案)
・2025年度スローガン・活動方針および事業計画(案)
・2025年度予算(案)

新会長あいさつ
松本　雅威（旭区鶴ケ峯小学校）
会員の皆様、2025年度横浜市PTA連絡
協議会会長となりました松本雅威でござ
います。今年度より市P連は組織改革な
どにより新たな体制でのスタートとなり
ます。これまで以上に単位PTAや区部

PTAの皆様に寄り添いながら、皆様の活動を支援できるよう
役員一同努めてまいりますのでどうぞよろしくお願い申し上
げます。

会　　計：宇積　悠（保土ケ谷区　西谷中学校）
会計監査：深澤　瑞希（青葉区　市ケ尾小学校）
会計監査：津田　武（高等学校長会　みなと総合高等学校校長）

山中竹春横浜市長の祝辞

20252025年度年度 横浜市PTA連絡協議会横浜市PTA連絡協議会   大会式および総会大会式および総会

各
区
部
よ
り
推
薦
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
桂
台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　
（
栄
区
）	

	
	

●
港
南
台
第
一
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　
（
港
南
区
）

●
中
川
中
学
校 

保
護
者
と
教
職
員
の
会　
（
都
筑
区
）	

●
平
戸
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　
（
戸
塚
区
）	

●
川
和
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　
（
都
筑
区
）

●
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

	
	

高
等
学
校
・
附
属
中
学
校	

	
	

保
護
者
と
教
職
員
の
会

	
	

　
　
　
（
高
等
学
校
部
会
）

●
東
俣
野
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	
	

　
　
（
特
別
支
援
学
校
部
会
）　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰
団
体




